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道営住宅危機対応マニュアル

事案名 「道営住宅における自然災害及び事故等」の発生

凡例：「○」主体、「△」連携

対応内容等 指定管理者 振興局

入居者等からの通報又は団地巡 ○ －
発生の探知 回による探知

発生事案毎の対応編に基づく行
○ △

動開始

地震対応編 台風対応編 住宅火災対応編 事件・事故対応編

※直営地区は指定管理者と同様の対応を含む。

対応内容等 指定管理者 振興局

現状把握等の指示 － ○

被害箇所の写真による記録
初動対応

設備関連供給事業者への連絡 ○ △
現状把握

安全対策の実施（緊急対応）

人的被害への対応（一時避難） ○ ○

［建設指導課内体制構築］

体制構築 総合調整 入居者対応 原因調査・復旧 関係機関連絡調整

対応内容等 指定管理者 振興局

震度又は気象情報詳細把握 － ○

被害詳細把握 施設被害、人的被害詳細把握 ○ ○
対応分析

破損箇所への修繕工事発注 ○ △
施設復旧等協
議・決定 入居者の避難状況把握 ○ ○

施設の原状回復検討・協議 △ ○

特定入居の可否決定 － ○

対応内容等 指定管理者 振興局
再発防止策
検討 発生原因の究明 ○ △

予防策・再発防止に向けた対策 ○ △

★人的被害の発生や新聞に掲載されると予想される被害・事故等については、速や
かに住宅課に報告すること。（第１報～随時）
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初動対応フローチャート

自然災害発生 事件・事故発生

（予兆、警報、通報などによる被害の覚知） （通報などによる覚知）

施設点検 現地急行 現地急行

現状把握

現状把握

住宅課報告 緊急対応

住宅課報告 緊急対応

一時避難 安全対策 ライフライン確保

一時避難 安全対策 ライフライン確保

入居者・被害者対応

初動体制確立

事情聴取 現場検証立会 原因調査 管理状況把握

被害情報集約 関係機関連携 原因調査 入居者対応

住宅局長 主な知事への連絡事項（参考）

H28年度：（台風９･10号被害）新ひだか

町道営住宅御幸町団地におけ

建築企画監 知 事 る床上浸水について

H30年度：（自殺）岩内町道営住宅野束団

地における事故について

関係各部 H31年度：（死亡）小樽市道営住宅新光団

地における火災発生について

R2年度：（自殺）道営住宅敷地内での入

国等 居者の死亡について
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（総合）振興局が不通の場合

緊急時の連絡・報告先チェック表

区　　　分 発生事象 連絡・報告先 チェック欄

報告先機関 ◇上下水道供給停止、管破裂 ・水道事業者（市町）

◇暖房停止、機器損傷 ・熱供給事業者、灯油供給業者

◇ガス供給停止、漏れ ・ガス事業者、ガス供給業者

◇停電 ・電気事業者（北電）

◇電話不通 ・通信事業者（ＮＴＴ）

復旧対策 ◇建物 ○○建設

TEL○○○－○○○－○○○○

区　　　分 分　　　　野 供給業者 チェック欄 調査・復旧業者 チェック欄

◇電気 北海道電力○○支店○○営業所

TEL○○○－○○○－○○○○

◇上下水道 ○○市役所○○課 ※指定管理者の緊急時
の連絡体制及び連絡網
から転記し、必要に応
じて修正を行うこと。

TEL○○○－○○○－○○○○

◇電話 ＮＴＴ東日本○○支社○○営業所

TEL○○○－○○○－○○○○

◇ガス ○○燃料店

TEL○○○－○○○－○○○○

◇暖房 ○○熱供給公社

TEL○○○－○○○－○○○○

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

総合振興
局
振興局

建設指導課長 建設管理部長 副局長

緊急時の連絡体制網  ※本連絡網は、各振興局及び指定管理者の体制に合わせて各々作成する。

指定管理
者

統括責任者 業務担当者 警備会社等

電話**** 電話**** 電話****

産業振興部長 副局長 振興局長

総合振興局長

内線**** 内線**** 内線**** 内線****

内線**** 内線**** 内線****

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

内線29-012

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

本　庁

課長補佐
（住宅管理・家賃管理） 住宅管理担当課長 住宅課長 住宅局長 建築企画監

内線29-503 内線29-50８ 内線29-501 内線29-016

住宅管理係長 総務課長 次長 各局長 技監

内線29-531 内線29-101 内線29-013 内線** - *** 内線29-014

内線29-502 内線29-504 内線29-505

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****

課長補佐
（事業調整）

課長補佐
（計画・指導）

課長補佐
（住宅建設・改善）

自宅 *** - **** 自宅 *** - **** 自宅 *** - ****
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主　査 主  査 主幹・主査

内線** - *** 内線** - *** 内線** - ***



振興局

石狩 渡島 檜山 後志 空知 上川 留萌

課長

主査

課長

主査

宗谷 オホーツク 胆振 日高 十勝 釧路 根室

課長

主査

課長

主査

住宅課

課長補佐
（住宅管理・家賃管理）

住宅管理

担当課長
住宅局長

氏名

内線

携帯

自宅

住宅管理係長

氏名

内線

携帯

自宅

防災行政無線

区　　分

携帯

ＦＡＸ

〈参考〉道営住宅における自然災害及び事故等の発生に係る連絡体制網様式（住宅課）

内線

携帯

主査（建築住宅）

建設指導課長
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場

合

建築企画監

知　事

ＦＡＸ

区　　分

防災行政無線

建設指導課長

主査（建築住宅）

内線



〈参考〉想定される発生事案毎の基本的な体制

地震発生 台風発生

○震度５以上及び入居者等からの通報によ ○台風情報を事前に把握し、上陸前ま

る被害の発生を覚知した場合は、休日・ でに強風による飛散の恐れのある工

夜間にかかわらず、指定管理者による巡 作物等の点検を実施

回開始 ○大雨・暴風警報（特別警報含む。）

○震度４における休日・夜間については、 が発令された場合は、連絡体制をと

連絡体制とする。 ることとし、通報等により被害を覚

○震度３以下の場合であっても被害の発生 知し、緊急性が高いと判断されると

を覚知した場合は、現状把握を行う。 きは、現状把握を行う。

○第２非常配備基準以上となった場合は、 ○通報等がない場合であっても台風通

振興局職員も協力の上、現状把握を行う。 過後、速やかに団地巡回を行い、被

○被害が確認された場合は、振興局職員も 害の有無を確認する。

現地へ急行する。 ○詳細は「台風対応編」を参照

○詳細は「地震対応編」を参照

住宅火災 事件・事故

○近隣住民等からの通報を受け、速やかに ○人的被害及び物損被害が発生した場

現地を確認する。 合は、現地の確認をする。ただし、

○休日・夜間における職員の対応について 死傷者が発生した場合の休日・夜間

は、被害の程度を勘案して判断すること の体制は、振興局職員は連絡体制と

とするが、振興局所在地の道営住宅に被 するが、状況に応じて現地の確認を

害があった場合は、原則、現地確認を行 行う。

う。 ○事故に関しては、損害賠償案件とな

○詳細は「住宅火災対応編」を参照 る可能性もあることから、速やかに

現場に急行し、事故現場の写真をあ

らゆる角度から撮影

○詳細は「事件・事故対応編」を参照
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〈参考〉非常配備に関する基準

種 別 配 備 基 準

・大雨警報（浸水害）・大雨警報（土砂災害）・洪水警報・暴風警報

第１非常配備 ・大雪警報・暴風雪警報・噴火警報（火口周辺）又は火口周辺警報（噴火

警戒レベル２相当）・震度４の地震

・災害対策連絡本部及び地方連絡本部が設置されたとき

・震度５弱又は５強の地震が発生したとき

第２非常配備 ・津波警報が発表されたとき

・噴火警報（火口周辺）又は火口周辺警報が発表され、居住地域の近くま

で重大な影響を及ぼす程度の噴火が発生し、又は発生すると予想されると

き（噴火警戒レベル３相当）

・災害対策本部及び地方本部が設置されたとき

・震度６弱以上の地震が発生したとき

・大津波警報が発表されたとき

第３非常配備 ・特別警報（大雨・暴風・高潮・波浪・暴風雪・大雪）が発表されたとき

・噴火警報（居住地域）又は噴火警報が発表され、居住地域に重大な被害

を及ぼす噴火が発生し、又は発生すると予想されるとき（噴火警戒レベル

４相当以上）

※北海道災害対策本部建設班災害対策実施要領及び振興局地域災害対策要綱から住宅への被害

の恐れのある基準を抜粋

※（総合）振興局は、台風の発生などに伴い、災害対策（連絡）本部及び地方（連絡）本部が

設置された場合は、指定管理者に対して、その旨の連絡を行い、被害の把握など必要な対応を

指示
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【参考】気象庁における基準など
１．気象庁震度階級関連解説表

（１）人の体感・行動、屋内の状況、屋外の状況

震度
人の体感・行動 屋内の状況 屋外の状況

階級

ほとんどの人が驚く。歩い 電灯などのつり下げ物は大 電線が大きく揺れる。自動
４ ている人のほとんどが、揺 きく揺れ、棚にある食器類 車を運転していて、揺れに

れを感じる。眠っている人 は音を立てる。座りの悪い 気づく人がいる。
のほとんどが目を覚ます。 置物が倒れることがある。

大半の人が、恐怖を覚え、 電灯などのつり下げ物は激 まれに窓ガラスが割れて落
物につかまりたいと感じ しく揺れ、棚にある食器類、ちることがある。電柱が揺
る。 書棚の本が落ちることがあ れるのがわかる。道路に被

５弱 る。座りの悪い置物の大半 害が生じることがある。
が倒れる。固定していない
家具が移動することがあ
り、不安定なものは倒れる
ことがある。

大半の人が、物につかまら 棚にある食器類や書棚の本 窓ガラスが割れて落ちるこ
ないと歩くことが難しいな で、落ちるものが多くなる。とがある。補強されていな
ど、行動に支障を感じる。 テレビが台から落ちること いブロック塀が崩れること

５強 がある。固定していない家 がある。据付けが不十分な
具が倒れることがある。 自動販売機が倒れることが

ある。自動車の運転が困難
となり、停止する車もある。

立っていることが困難にな 固定していない家具の大半 壁のタイルや窓ガラスが破
６弱 る。 が移動し、倒れるものが多 損、落下することがある。

くなる。

立っていることができず、 固定していない家具のほと 壁のタイルや窓ガラスが破
はわないと動くことができ んどが移動し、倒れるもの 損、落下する建物が多くな

６強 ない。揺れに翻弄され、動 が多くなる。 る。補強されていないブロ
くこともできず、飛ばされ ック塀のほとんどが崩れ
ることもある。 る。

固定していない家具のほと 壁のタイルや窓ガラスが破
んどが移動したり倒れた 損、落下する建物がさらに

７ り、飛ぶこともある。 多くなる。補強されている
ブロック塀も破損するもの
がある。

（２）木造建物（住宅）及び鉄筋コンクリート造建物の状況

震度
木造建物（住宅） 鉄筋コンクリート造建物

階級

６弱
壁などに軽微なひび割れ・亀裂が見ら 壁、梁、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂
れることがある。 が入ることがある。

６強
壁などにひび割れ・亀裂が見られるこ 壁、梁、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂
とがある。 が多くなる。

壁などのひび割れ・亀裂が多くなる。 壁、梁、柱などの部材に、ひび割れ・亀裂
７ まれに傾くことがある。 がさらに多くなる。１階あるいは中間階が

変形し、まれに傾くものがある。
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（３）ライフラインへの影響

安全装置のあるガスメーター（マイコンメーター）では震度５弱程
ガス供給の停止 度以上の揺れで遮断装置が作動し、ガスの供給を停止する。さらに

揺れが強い場合には、安全のため地域ブロック単位でガス供給が止
まることがある。

断水、停電の発生
震度５弱程度以上の揺れがあった地域では、断水、停電が発生する
ことがある。

地震災害の発生時、揺れが強い地域やその周辺の地域において、電
話・インターネット等による安否確認、見舞い、問い合わせが増加

電話等通信の障害 し、電話等が繋がりにくい状況が起こることがある。
そのための対策として、震度６弱程度以上の揺れがあった地震など
の災害の発生時に、通信事業者により災害用伝言ダイヤルや災害用
伝言板などの提供が行われる。

地震管制装置付きのエレベーターは、震度５弱程度以上の揺れがあ
エレベーターの停止 った場合、安全のため自動停止する。運転再開には、安全確認など

のため、時間がかかることがある。

２．気象庁における区域毎の警報レベル基準

風速１６ｍ／ｓ 風速１８ｍ／ｓ 風速２０ｍ／ｓ
暴風
警報 上川地方 石狩地方・渡島地方 檜山地方・宗谷地方

警報 空知地方・後志地方 日高地方・十勝地方
平均 留萌地方・網走地方 釧路地方・根室地方
風速 胆振地方

３．気象庁における風の強さと吹き方解説

風の強さ
平均

おおよそ
おおよそ

（予報用語）
風速

の時速
屋外・樹木の様子 建造物 の瞬間風

（m/s） 速（m/s）

電線が鳴り始める。 屋根瓦・屋根葺材がは 20
強い風 15以上 ～70km 看板やトタン板が外れ がれるものがある。

20未満 始める。 雨戸やシャッターが揺
れる。

30
20以上 ～90km 屋根瓦・屋根葺材が飛
25未満 散するものがある。

固定されていないプレ
ハブ小屋が移動、転倒

非常に強い風 する。ビニールハウス
25以上 ～110km 細い木の幹が折れた のフィルムが広範囲に
30未満 り、根の張っていない 破れる。

木が倒れ始める。看板 40
が落下・飛散する。 固定の不十分な金属屋
道路標識が傾く。 根の葺材がめくれる。

養正の不十分な仮設足
30以上 ～125km 場が崩落する。
35未満

50

35以上
多くの樹木が倒れる。 外装材が広範囲にわた

猛烈な風
40未満

～140km 電柱や街灯で倒れるも って飛散し、下地材が
のがある。ブロック壁 露出するものがある。
で倒壊するものがあ 60
る。 住家で倒壊するものが

40以上 140km～ ある。鉄骨構造物で変
形するものがある。
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